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生き生きと動く子どもを育てる体育指導はどうあるべきか
⑧●

一生徒が"のる''運動をたしかめる－

1．研究の動機

（１）体育の意義

人は，運動によって心肺機能の向上，行動体力の向上という肉体的な健康のみならず，運動

することによるストレスの解消により精神的な健康も得ることができる。また，感覚機能の高

まりを促進し，脳への刺激を生じ発達を促すとともに社会性を養う学習の一つでもある。さら

に会得された連動への興味や技能は，音楽や美術と並び余暇の利用に役立つものである。

このように，運動は諸々の価値を内包し人が生活し成長する上で欠くことのできない「大切

なもの」である。しかしながら，現代に生きる子どもたちは，彼らの生活の中でそれを十分確

保しているであろうか。

一手足を存分に伸ばし，力いっぱい走る－このような運動を行う空間は，住宅事情の変化や

増加した交通機関に奪われ，その時間は，非活動的な遊びの一つであるテレビに奪われている

のが現状である。とりわけ，精神発達遅滞児は，知的・社会的遅れや身体的障害のため残され

た空間と時間の中でもなお一層のこと，人間にとって「大切な運動」を行っていないと言いき

っていいのではないだろうか。それは彼らの発達段階に沿った連動用具が準備されていなかっ

たり，共に運動するところの相手がいなかったりすることなどに大きな原因があると考えられ

るｏ

家庭生活において十分な運動を行っていない彼らに対して，わたしたちは，運動する時間を

確保し，彼らの発達に沿った運動用具を準備してやり，共に運動する楽しさを味わわせなけれ

ばならない。また，そうすることが，学校での自由時間の運動を導き，ひいては，家庭生活で

の運動の生活化へと広がっていくことになる。このように「大切な運動」をしない子どもたち

を，運動する子どもへと変化させていく学習の中心が，教科体育であると考えるとき，その重

要性を認識し，指導計画及び指導法の改善に．より一層の研究を重ねなければならない。

(2)この研究以前の取り組み

昭和５５年４月開校，現在地に移転するまでの２年間は附属中学校での間借り生活で，授業

時間はもちろん，昼休み時間も思うようにグランドや体育館を使えず，体を動かす活動は不十

分だった。

開校当初使っていた特殊学級時代の指導計画を実態に即しての小・中・高一貫をめざした指

導計画に改善し，現在地への移転を機に養護学校の体育のあり方を模索し，修正しながら実践

してきた。グランドや体育館，市販の教具等の物的環境を生かし。走る運動を主体にバトミン
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トン，ボールけりやポール投げ，マット運動を取り入れ，週３時間の指導をしてきた。また，

朝のランニングも取り入れ体力づくりに努めてきた。

しかし，指導体制の不備をはじめ，運動発達と精神発達のかかわりを考えた指導や，いろい

ろな用具を組み合わせ変化に富んだ授業の展開などが十分なされず，生き生きと学習に参加す

ることの困難な生徒が多くみられた。

(3)生徒の実態

本校中学部の生徒の運動諸機能は，全体的に見てアンバランスな発達を示し，運動機能検査

におけるＭＯＡも，３２歳から１１．６歳と幅が大きい。自ら進んで体を動かそうとする意欲，

態度に乏しく，機能的にも知的にも比較的高い水準にいる一部の生徒が，連動をいやがったり，

目的に沿った運動ができなかったりすることが多く見られたりする。これらは，成長過程にお

ける運動経験不足と体を動かす楽しさを十分味わっていないことなどによるものと思われる。

例えば遊びの場面では，一人遊びが多く目転車や四輪車等の乗り物での遊びがほとんどで，

時々ポールを相手に遊ぶ姿が見られる程度である。自分から友達とかかわりを求めて遊んだり，

いろいろな遊具を使って楽しむ姿は少ない。また，家庭においては，遊び相手がなく，テレビ

や玩具，マンガ雑誌，テープやレコード音楽などで大半の時間を過ごし，運動的遊びはほとん

どしていない。

さらに，生育歴から，遊び経験不足や，それによる対人関係，社会’性の欠如も指摘され，集

団参加の面からみても，自己中心性の強いものが多く，気力に満ちたけじめある参加はできな

@．

－－－生徒が噸のる”運動をさぐる----一

い。これまでの体育時の様子を見ても，ほとんどの生徒が教師の指示や援助を必要とした受身

的な活動で，活気に乏しく喜々とした表情はあまり見られなかった。

2．研究の方向

（１）１年次（Ｓ５８．４～Ｓ５９．５）の研究

前述したような生徒の実態に立ち，学校。学部経営目標の具現化や全体的発達に大きな影響

を及ぼす身体活動，体位の向上が著しいこの時期に体を鍛えることの必要性などから体育の研

究の重要性を認め，次の４項目をめざして，テーマ研究に取り組んだ。

①楽しい連動②基本運動の重視③連動の生活化④社会性の育成

｢生き生きと動く子どもを育てる体育指導はどうあるべきか｡」
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づけた乗り物を製作するなど，基本運動

を重視し，楽しい運動をめざしてテーマ

を追求してきた。

図１は．ダウン症児の運動能力テスト

の変容を表したプロフィールである。

図２は，自閉児の体力診断テストの変

容を表したプロフィールである。

両者とも伸びが見られ，われわれに一

すじの光を与えてくれた。

きとは．能動的に活動していることにより，彼らが心をゆり動かされ，五感と筋肉を十分働か

せ，運動を楽しんでいる状態であり，このような状態をつくりだす運動をのる運動ととらえ，

研究にあたり次のような仮説を設定した。

仮説－１－

ＣＡ１３．８ＭＡ４．６１ＭＯＡ９６

仮説－２－

(図１）

適切な集団の中で，子ども自身のもつ技能を最大限に引きだし，運動に対する意欲や意

識を向上させるためには，素材の特性を十分生かした教材・教具を開発し，運動させるべ

きではないだろうか。

そこで，まずのる運動をさぐるために素材に視点をあて，素材の特性及びその特性を十分生

かす条件一子どもたちの運動への動機づけを図り，その取り組みを持続させるもの－を次のよ

うに考え，指導計画づくりと合わせて教材・教具の開発に研究の主力をおいた。

－３５－

・素材に新奇さがあること。

・適度の抵抗感があること。

・成就への見通しがあること。

。快い感触があること。

・適度の緊張感があること。

・偶然性があること。

例えば，５８年１１月の実践「ボールを使った連動」においては，漁業用の網を素材にして

作られた二連の大きなかごを体育館の天井にぶらさげ，廃棄された硬式用テニスポールを下か

ら投げ入れる運動「かご入れポール」と，工夫されたラケットにより，卓球台を利用しピンポ

ン玉を打ちころがす運動「ころがしピンポン」を展開し実践を試みた。また，５９年１月題材

「根気くらべ」では，古タイヤやチューブを素材に下肢の筋持久力を高める「タイヤ引き」，

床面用や自家用車等の清掃に使われるモップを素材にした「モップ走」，３月教材では．古板

（表面にマンガの絵を書いたもの）に４個のキャスターを付けころがるスクーターポートと名

学年 氏名

５０メートノ唾

(〈夢・女）
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頁とび

２１氏名ｌＮｏＳ（爵・女）学年 態度面においても，

。今まで運動ぎらいで廊下にすわりこむこ

との多かったＨ児やＭ児などは，積極的に

体育の学習に参加するようになった。

．体育の授業準備に進んで手伝いしてくれ

る男の子の姿が見られるようになった。

。体育の授業において，並び方がはやくな

ったり，競技への参加が積極的になったり

するとともに，見学の態度も高まってきた。

。ゲーム等においての勝敗やでき，ふでき

に関する話題が校内でふえてきた。

など，生徒たちは，以前に比べてより生き生きと活動するようになった。

ゲームを通して楽しみながら体力づくりに励んでいる姿の見られる体育の時間と合わせて，

基本的連動をくりかえすことにより，体力づくりをめざす「運動の時間」を週時程に帯時間と

して位置づけ，サーキット方式を中心とした学習の実践も継続してきた。

１３２１ＭＡ’５９１ＭＯＡ｜

反復横とび

9.2Ｃ
「
‐
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診
断
デ
‐
許
肘
式
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引
‐
御
い
‐
吟
‐
‐

ノ

Ａ

めにどのような手だてをすればよいか

など次年度にむけての大きな研究課題

となった。

以上のような１年次の研究を通して考えられたことは，のる運動を「いっぱい」「継続」

させれば，連動技能も習得され，生徒たちは今までより体力が向上し，さらに，社会性の高ま

りや情緒の安定が図られ，これらのことが生き生きと動く子どもを育てる一つの礎となってい

るのではないかということであった。

また，子どもたちの運動に対する意欲を最大限に引き出すために，わたしたちは，素材の特

性を生かした教材。教具を開発し運動させることが重要であることも再確認させられた。

しかし，このような運動に生徒たちがなぜのったのか，のっていた状態の子どもの

心はどうなっているかなどをよりよく理解するための「意識」や「意欲」に関する研究，また，

のっているかどうかの評価をどのようにおこない，体力や社会性の高まりなどについて，

全体や個々 の変容を知るための評価方法はどうすればよいか，さらに，運動の生活化を図るた

筋力

このようにして，わたしたちは，生

徒たちがのる連動とは何かについて頭

をひねりながらさぐってきたのである。

（
楽
し
い
ダ
ン
ス
）
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(2) ２年次の考え方

アテーマのとらえ方

１年次に述べたように，わたしたちは，「心が揺り動かされることにより，五感や筋肉を

働かせ，意欲的に活動する」状態を「生き生きと動く」状態ととらえ，更に，「生き生きと

動く状態を作り出す運動」を「のる運動」ととらえた。

このようなとらえ方の上に立って，１年次には「生徒がのる運動をさぐる」というサ

ブテーマのもとに，快い刺激や変化を与えると考えられる運動の素材に視点を当てた研究を

実践し，中間の評価を行うことで，わたしたちの研究がそれなりの成果をおさめていること，

及びいくつかの課題が残されていることを確認することができた。

したがって，２年次は１年次の反省に基づき，残されたいくつかの課題解決のために，実践を

重ねることで研究を深め，更に，より総括的に評価を行うことで研究の成果を確認するとい

う立場に立って，次のようなテーマとサブテーマを設定した。

● ●

イ 侭の る”運動について

ここで，わたしたちは１年次の研究で残された課題，即ちのる運動（心が揺り動かされ，

意欲的に活動する状態をつくり出す連動）とはどういうことかについて考えてみたい。

子どもたちが行動を起こす場合，大きく分けて２とおりの状況が考えられる。一つには学

習自体には動機が含まれておらず，外的に動機づけられる場合と，もう一つは活動そのもの

の中に動機づけの要因が含まれる場合である。前者の場合，その行為を持続させるためには，

絶えず周囲からの動機づけを必要とするものであるが，後者においては，一つの課題の解決

が，より高次の課題の解決へと子どもを促していく。つまり，後者の活動は「人がそれに従

事することにより，自己を有能で自己決定的であると感知することのできるような活動」

（デシ，１９８０）であり，わたしたちは前者の「行為」だけでなく，唆者の「活動」へと

子どもたちを導くことが，意欲をもたせるために必要であると考える。

また，見方を変えるならば，動機には，目前の具体的状況と直接に結びつき短期的な作用

を及ぼす動機（直接的動機）と，発達段階によって特徴づけられている動機（一般的動機）

がある（坂野，１９８１）。前者は子どもの興味と深いかかわりを持ち’後者は,課題（社
●●

会的環境）と子どもの能力とのずれによってひき起こされるものととらえることができる。

また，子どもの新しい欲求，関心，志向と，以前に作られて習'慣化されている思考や行動の
●●

方法とのあいだのずれなどについても同様のことが('､える。
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このような視点に立って，わたしたちが１年次に「子どもたちがのるための素材及び教材

・教具の条件」として考え出した項目について整理してみると，「素材の新奇さ」「快い感

触」などは，前者の直接的動機としてとらえることができ，「適度の抵抗感」「成就への見

通し」などは，一般的動機としてとらえることができる。例えば，グランドテニスのラケッ

トを見て，「おや，めずらしい形（色）だなq｣と感じ，ボールに触れて，「おや軽くて柔ら

かいぞ｡｣などと感ずることで，何らかの興味を持ち，直接的動機づけが行われることになる。

そして競技をしていく中で，最初は興味の対象であった「新奇さ」や「感触」に関する意識

は自動化され，子どもたちは，ボールをうまく打ち返すこと。仲間と協力して試合に勝つこ

と目体に興味を示していくようになる。

● ●

ウ同のる”運動をめざすための場の設定

わたしたちは．このように子どもの心を揺り動かし，意欲的に活動させること．即ち「の

る運動」をめざすために，どのような場の設定をする必要があるのだろうか，という考えの

もとに，１年次の研究の成果と反省をふまえながら，図３に示したように３つの構成要素を

考えた。

まず一つは，１年次に検証された「素材の特性を生かした教具」である。前述のようにわ

たしたちは，研究以前の取り組みでは市販の教具を本校の子どもたちに十分に生かすことが

できなかったが，自作の教具を製作し，子どもたちに与えていくことで子どもを生き生きと

活動させることができることがわかった。グランドテニスを例にあげるならば，まず，ポー

ルは．子どもが追いつける能力の最近接館域内でころがる必要があり，これは，形や材質，

などの工夫により．条件を整えることができる。ラケットについても，子どもが自由に重さ

操作でき、ボールを的確にと

らえるためには，形，大きさ，

材質等の工夫が必要であり，

コートについても同様のこと

がいえる。

次に，子どもたちをとりま

く「集団」である。前のとこ

ろで述べたように本校の子ど

もたちは，知的にも，体力的

にも，社会的にも個人差が大

きい。従って，競争場面にお

いては，似たような能力（体

力，知力等を考慮したもの）
●●

図３．噸のる，'運動をめざすための場の設定
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の子どもの組み合わせ，もしくは，相手によって力を調節できる教師との組み合わせにより，

適度な抵抗感を持たせることができる。また，様々 な特性をもつ子どもたちで仲間を構成さ

せることで，それぞれの能力を発揮させることができ，自己効力感を味わわせることができ

るとともに，協力関係等の成立も期待できる。

もう一つは，「方法」である。例えば，体力，運動機能の面では１０歳の発達を示してい

ても，精神年齢では３歳程度の発達を示す子どもがいる。このような場合．ルールは，３歳

児でも理解できるような簡易なものでなくてはならないだろうし，同時に，運動量では，

１０歳児にとって適度な量を確保でき，技能的にも達成可能な方法を考えなくてはならない。

また，子どもが理解できる範囲内での形成評価的な自己評価の導入は，要求水準を適切に設

定させるなかで・成就への見通しを持たせたり，適度な抵抗感を持たせることができ，意欲

を高めるためには，有効な手段となるであろう。更に，毎時の授業場面の中で，演技(競技）

発表の機会を設けることは，基本的な要求の一つである社会的承認の欲求を満足させるもの

であり，このことは，その活動にうちこむことができるようにするとともに，更に新しい高

次の目標への原動力となる。

わたしたちは，以上の３つの構成要素を，子どもの発達の最近接銅域内に設定すること，

換言すれば，直接的動機と，一般的動機を有機的に組み合わせた指導を行うことで，学習に

興味を持たせ，意欲的に活動を持続させること，即ちのる連動をめざすことができると考え

る。

また，子どもたちのこのような活動が最も効果的に行われるには，生理的にも適切な状態

である必要がある。このためには，図３に示したように，生理的欲求（睡眠，飢えなど）の

充足が根底になくてはならない。

わたしたちは，以上で述べたような考え方をもとに．次のような仮説を設定した。

適切な集団の中で，子どもの発達に応じた教具を準備し，適切な方法で連動を継続

させれば，子どもたちは連動に親しみ，体力は向上するであろう。

エ実践に向けて

上記の考え方と仮説の検証のために，わたしたちは次のようなことに留意して実践をすす

めることにした。

まず，題材の配列にあたっては，生徒の発達段階や内容の程度の配慮，他教科・特別活動

との関連，季節の条件等を十分に考慮して配列する必要がある。

次に，中学生という発達段階から見た，体育の指導に必要な時数，及びその時間帯の生か

し方について工夫が必要であろう。即ち，短時間でも毎日の継続的な学習が必要な指導内容

もあり，４０分もしくはそれ以上のまとまった時間を必要とする内容もあると思われるから

である。

－３９－



また，ある題材で指導を展開していく場合，題材の性質上，様々なグルーピングの形態が

考えられる。前述の構成要素の「集団」とも関連するが，題材によっては，大きなグループ

で活動させるもの，マンツーマンに近い形態で行うものなどがあり，編成にあたっては，周

到な実態把握が必要となる。

最後に，これらの実践の成果を正しく把握するための評価について，様々な角度から，わ

たしたちは慎重に取り組まねばならないだろう。

欲求一動1機的分野の勢

ﾖ撫碧○禰傷

く参考資料：発達へと導くもの

－４０－

反野登著「脳のはたらきと子どもの教育」より

文ｆｉＷ－摺

ソビエトの心理学者エリコニンは，欲求一動機的分野の発達と，技能一操作的

能力の発達との間の矛盾関係としてとらえようとした（上図）。発達の一つの時

代は一方の系の発展，他方の系の停滞としてとらえ，両方の系のギャップー矛盾

一がある限度に達すると，発展してきた系は停滞し，停滞してきた系は，発展へ

と転換する。
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3．授業の実践

わたしたちは，これまでの考え方に基づき，「生徒がのる運動をたしかめる」のテーマ研

究のために．題材配列，時間帯，及び集団・教具・方法の３要素を考慮した場の設定に視点をあ

て，実践していくことにした。

(1)題材一覧表

つ７ＩＹＬ山 つ７ｋｌ』』

ｏｊ罪

ｐけｲ申び．バタjT1カメ’○フｋ力
Ｈ
Ｌ』

決 まりやプール使用０ っｲﾗﾊ号１．巴

のＣさ。。｜ｏクロ

とびはねたり

－４１－

顔を水につけたり，水かけ遊びをしたりする

ことで水に'慣れ，伏し浮きやけ伸び,バタ足が

できるようになり,楽しく水泳(水遊び)ができる。''1１
○

○

水中を歩いたり，走 つ たり ９

ｏ顔つけ

○

水泳の決まりやプール使用の約束を守り，

仲よく助け合って，水泳(水遊び）ができる。

○水中歩き，走り

○伏し浮き，バタ足

ｏクロール，平泳ぎ

○

水かけ遊び

くらげ浮き

月 題材 雲 目標 内 容

４

○集団行動

o短距離走 ６

○

○

○

教師の指示を見たり，聞いたりして素早く

集まり 、 整列することができる。

合図を見たり，聞いたりして素早くスター

卜し短い距離を全力で走り通すことができる。

互いに協力し，助け合ってまっすぐ整列し

たり繰り返し練習したりするなかで，集団行

動の決まりを知ることができる。

○

○

｢気をつけ」「体

め」の練習

３列横隊の練習

ｏスタンデ

○

タ ー 卜

イ ングス

疾走（１５７７２，２０

"２
， ３０加）

５
グランドﾃニス

８

○

○

ボールに素早く寄ったり，止めたり ， 打ち

返したりすることができるようになり，それ

を生かしてゲームを楽しむことができる。

運動する場所の安全に気をつけ，最後まで

あきらめないでポールを追いかけるとともに

きまりを守

て ，

一つ たり ， 勝負を素直に認めたりし

仲よくゲームをすることができる。

ｏ教師と打ち合う

○

○

○

○

ピン倒し

1対１のケーム

2対２のケーム

ケーム大会

６ とび箱運動 ８

○

○

いろいろな高さの台からとびおりたり，腕

で体を支えたりすることができるようになり

それを生かして腕立て支えとびおり，腕立て
よこ

側とび，腕立て開脚とびができる。

とび箱や運動する場所の安全に気をつけ，

何度も繰り返し練習するなかで，課題を克服

･達成する喜びを味わい，とび箱の楽しさに

気づくことができる。

ｏ坂の上り降り（四

つばい）

ｏとびおり

o腕立て支えとびおり

○

○

よこ

腕立て側とび

腕立て開脚とびのり

o腕立て開脚とび
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瞳害物濡

1０ 鉄棒運動 ８

格技

(男子）
８

11

ロ－－－－－一一一一一一一二＝

タ
伊

ンス

（女子）
８

1２ 走り幅とび ６

ｏ合以|診届 壬Hけた委翌$でのスｌｃ○ 合図を聞いてひざを深く曲げた姿勢でのス

タンディングスタートで素早くスタ 卜し，

全力で短いf巨灘

&音＝H2ｸﾜＩ要害年

全力で短い距離を走ることができ，それを生

かして障害物競争では，スピードをおとさず

楽しく競争することができる。0ｺＣさ。⑥

ｏ疾走（３０〃zｏ５Ｃ

］Ｃ

ＯＴ車罰lのj農の弓悪今 ヌー卜〃）‐ﾉE７１０毎イヤ運動の場の安全に気をつけ，スタートの方０

０

○

○

○

法や障害物ののり越え方を工夫し，仲よく競壬 や 障 害 物 の のり誠

技することができる。リコｂＣさ‘ＯＧ

鉄棒にぶらさがったり，とびのったり，脚

をかけたりすることができるようになり ， そ

れを生かして，とび上がりおり，脚かけふり，

脚ぬき回りなどが，調子よくできる。

運動する場所の安全に気をつけ，何度も繰

り返し練習するなかで課題を克服・達成する

喜びを味わい，鉄棒運動の楽しさに気づくと

とができる。

正しい受け身や，相手を押したり．引いた

り ， 倒したり，投げたりすることができ，そ

れを生かしてマット落としレスリングの試合

が楽しくできる。

服装やつめなど危険のないように注意し，

また運動する場所の安全に気をつけ，練習な

ど協力して取り組むとともに ９ 勝負に対して

正しい態度で楽しく試合ができる。
､ー一一－ーー一一一－－－－ーー一一ーー一一,一一ー一ーー一一一一一一■

○ リボンや輪などいろいろな用具を使い，リ

ズムや曲の速さに合わせて楽しく身体表現で

きる ０

○ 教師の動きを模倣したり，自分で自由に表

現したりして，互いに協力し，仲よく身体表

現ができる。

○ 走り幅とびの方法に慣れさせ，遠くへとんだ

喜び，友達や教師に認められた喜び，客観的

な記録を残す喜びを味わうことができる。

○ 協力して準備，後始末をしたり，役割を分

担して学習を進めることができる。

－４２－

ｏスクーターポート

遊び

ｏぶらさがり

○ とび上がりおり

ｏ前回りおり

○ 脚かけぶらさがり

○脚ぬき回り

ｏ受け身

○ 力くらべ

○ ケンケンずもう

○ しやがみずもう

○マット落としレス

リング

○ 試合

■ーーー一一ーー一一ーー－－－－＝

○ 曲に合わせてリボ

ンを振る ０

ｏ直線を走る。

○ 円形に走る

○両脚とび

○ とびおり

○片脚踏切り，両脚

着地

ｏ記録への挑戦

､
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ｏポールに対して素早く移動し，ゴールに向｜ｏシュート練習

かってけったり，相手ボールをけり返したり｜ｏ教師とけり合う

することができ，それを生かしてゲームを楽｜Ｃｌ対lのゲーム

ｏ２対２のゲーム１１サッカー’４１しむことができる。

ｏ連動する場所の安全に気をつけ，ルールを守｜ｏ３対３のゲーム

り，勝負を素直に認め，仲よくゲームをする

ことができる。

２
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〔１１月題材：格技〕

－４３－

○ポールに対して素早く移動し，ゴールに向ｏシュート練習

かってけったり，相手ボールをけり返したりｏ教師とけり合う

することができ，それを生かしてゲームを楽○１対１のゲーム

１サッカー４しむことができる。ｏ２対２のゲーム

ｏ連動する場所の安全に気をつけ，ルールを守ｏ３対３のゲーム

リ，勝負を素直に認め，仲よくゲームをする

ことができる。

持久定

マット連動

４

ｏ身体の無駄芯力をぬいた走り方で，目i-1,の

ペースをくずさず駿後まで走り通すで.とがで

きる。

ｏＥｉＬｉ』の体の調子に気を配り，最後までねば

り強く走り通すことを通しﾉて，課題を克服・

達成した喜びを味わい，走ることの楽しさに

気づくことができる。

(〕ﾏｯﾄ上で,とびはねたり,ころがったり,

腕で体を支えたり:診てf嘘に遊ぶことができ，

それを生かして姿勢や方向を変えながら、い

ろいろなiiilり方諺:夫し楽しくばることがで

きるｃ

ｏ連動する場所の安全に気をつけ，何度も繰

り返し練習するなかで、回るリズムをつかみ、

課題を克服。達成した喜びを味わいながら楽

しくマット連動ができる。

ｏインタ．．（ルトレ

ーニング

○〈１分，２分，３

分，４分，５分）

間走

○二人組によるジョ

ギンク

ｃころがり遊び

ｏゆりかご

ｏ横回り

ｏ前転

ｃ開脚前転

ｏ後転



(2)帯時間と単位時間における体育指導の位置づけ

農、壁土

ねらい

時間

指 導

形態

学 習

方 式

帯時間

ｏ基本的運動を繰り返すことにより，･体

力づくりを目指す。

ｏ週２時間（月，火，木，金毎｢；２０分

ずつ）実施し，年間７０時間を充てる。

｡一斉指導が中心となるｃ

ｏサ･-キットを中心とした学習。

単位時間

ｏゲ、･ムを楽しむことにより，体力づく

りを目指す。

ｃ週２時間（火，金）実施し，総時間

７０時間を充てる。

ｏ個別指導または，グルーープ指導が中心

となるが，‐･斉指導も行う。

ｏゲームを中心とした学習

いずれにしても体育科としての指導であることには変わりないが，上の表に述べたような位

置づけによって指導を行い，「連動の楽しさ－その結果としての体力づくり」という体育

科の目標にせまっていくものである。

「継続は力なり」といわれるように，短時間学習ではあるが，継続的に指導できるＩ帯時間」

では，月題材の主連動を技術要素に分解し，それをもとに基本的運動をサーキットに組み，繰

り返し連動することによって体力づくりと，基本的技能の習得を目指した。一方，単位時間に

おける指導では，子どもたちのもつ基本的運動能力を生かすスポーツ等を設定し，それを楽し

むことによって体力づくりを目指した。つまり，それぞれの長所を生かした体育指導を実践し

ようと考える。

E丘Ｚ晶垣E』

＄慮畿銚嬢擁総弱

磯 灘灘
醐彊

慰羅識蕊鍵灘嬢

‘灘＃

／帯時間におけるサーキット運動の一、

場面。鉄棒 連動のための腕力を

、つけることをねらいとした。ノ

ー４４－

灘

鱗

野
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(3)指導例

①５月題材：ポール運動〔グランドテニス〕

ァ帯時間の指導

ボール連動の基本的技能である「ける」「投げる」「打つ」連動を中心に取り入れたサ

ーキットを組み，毎日継続させることにより，楽しみながらポールの扱いに慣れさせ，ポ

ール運動に興味。関心を持たせるとともに，調整力。瞬発力。筋力などの体力の向上を目

指すことを主なねらいとした。

集団：一斉に行う。（運動によっては，個別指導を行う。）

教具：グランドテニス用ポールとラケット，サッカーポール，ピン，ダンポール

方法：図４のサーキットコースを組み，能力に合った回数及びスピードで楽しみなが

ら行わせる。

（ア）学習の流れ

ランニング（外周４～６）－→準備。補強運動一シサーキットー→発表一→

整理連動一あとしまつ

(ｲ）運動内容

③距離を変え並べたピンに向かってポー

ルをけり，ピンを倒す。

（筋力，瞬発力，調整力）

。二段に積み上げたダンボールに向かっ

てポールを投げ，ダンポールを倒す。

（筋力，瞬発力，調整力）

。片手ドリブルをしながら，約１０メー

トル進む。

（調整力，巧ち性）

、グランドテニス用ポールとラケットを

使い，ダンボールの間をジグザグにドリ

（調整力，巧ち性）

図４－サーキットコース

〔
、
の
運
動
〕

プルする。

〔＠の運動〕

燕譲り

飛鞠 ⑨Ⅲ寓目蛾寒誇晶恐ｗｈ
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蕊識：
蕊識蕊

イ 単 位 時 間の指導

（ア）教具

ｉ蒔領評群載】

〔ラケット〕

五角形に切った発泡スチロール（厚さ４”）に，

ベニヤ板で取っ手をつけ，全体を黄色と緑色のビニ

ールテープで巻いてあり，軽くて扱いやすく，快い

感触がある。また，めずらしい色や形をしているた

め新奇性もある。

懸q･江L･●財

蕊溌

ILLI諜電一・ｆ･月

〔ポール〕

発泡スチロールの球（直径１５～２０”）に，黄。緑・赤色のビニールテープを巻いてあ

る。軽くて柔かいため快い感触があり，スピードがでにくく，あたっても痛くないため恐怖

感が少ない。また，打った時に適度の抵抗感があり，カラフルな色をしているため新奇性も

ある。

鰯
ザ喝

溺騒

鱗

－４６－

鴬蕊溌蕊
識惑*蝿

畿議繍溌

識常:;&鶴

〔コート〕

２，３個ずつつなげた段ボール箱を，左右のサイドに並べたもの（シングルの時は後ろの

方にも左右に１個ずつ並べた）。高さがあるため，ボールがコート外にでにくく，また，ゴ

ールが広いため成就への見通しを持たせやすい。さらに，ぶつかっても痛くないために恐怖

感が少なくなり，思い切りコート内を動き回ることができる。

(イ ）集団

試合などの競争場面において，緊迫したゲーム展開ができるように，体力（技能など）

知力（ルール理解）及び，競争心を考慮し，力の差が少ない似たような能力の生徒で４つ

のグループを編成した。
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(ウ）グループ別の指導

ボールの動きを目で追って，すばやくポールに寄

り，相手コートに強く打ち返すことや，相手のいな

いところにポールを打ち返すことができる。しかし

２人制の試合でゴールキーパーになると，ボールへ

の反応が遅く，フォワードの打ちそこねたポールに

すばやく寄っていき，ポールをつかむことはあまり

ない。

それぞれのゴール線上から合図でスタートさせ，

コート中央に置いたポールにすばやく寄り，強く打

つ競争をさせた。また，２人組を作って，１人がラ

ケットで打ったポールを１人が手でつかむというゴ

ールキーパーの練習をさせた。さらに，フォワード

が打ちそこねたポールをキーパーが手でとり，所定

の位置に置き，またフォワードが打つというルール

のもとで，２対２の練習試合を繰り返し行わせた。

集
団
の
実
態

－４７－
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グ
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方
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ポ・ルを追いかけて打つことはできるが，打つ力

が弱く，ゴール線上から相手のゴールまでボ・・ルが

届きにくい．また，ころがるポールを止めて打った

り．コー:､ｉＩ鳶央までドリブルしてから打つ技能は身

につけていない。

ゴール線_皇から，他方のゴール線jZIz置いてある

ピンに可かってボールを打たせたり，ゴ…ル線_皇に

置いてあるボ･-ルをヰ央までラケットでドリブルし

てきて，力強く打ち返させた。また，教師の打った

ポ・・ルをユ度止めてから打ち返す練習壱させた。さ

らに，ころがってきたボーールを止めて，中央までド

リブルしてから打つことを取り入れて，生徒同士１

対１で繰り返し練習試合をさせた。その際，変化を

持たせるため，試合の相手は，時々交代させた。
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目の前にころがってきたボールは打ち返すが，打

ち返す刀は弱く，方向も定まらない。また，ボール

への意識は弱く，自分からボールに近寄って打とう

とはし/ないｏ

コー‐i､中央に置いてあるポールを，ゴル線上に

立っている教師に向かって打たせたり，教師のころ

が:診たポールを追いかけてｷ『たせた〔；その際，ボー

ルは，生徒の近くにゆっくりところがすことから始

め，徐々に，ころがす範囲を広げ，ボールのスピー

ドも速めていった。また，教師は，ボ・ルの動きを

絶えず声をかけて教え，ポールへの意識を持たせた(》

さらに，教師対生徒で繰り返し打ち合いぞしたり，

生徒同士１対１で練習試合茜させた。
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自分の近くにころがってきたポールには近寄って

打ち返すが，遠くのボールを追いかけて打つことは

あまりない。また，打つ力も弱く，相手のゴールま

では届きにくい。

ゴール線上から，相争の:,ゴール線上にいる教師に

向かって力いっぱい打たせたり，コート中央に価い

てあるポ･-ルに，両ゴール線上からすばやく走り寄

って打つ競争をさせた。また，教師が左右にころが

したボールを追いかけて，ゴ・ルめがけて打たせ偽

その際，ポ･-ルはゆっくりところがすことから始め

徐々にスピードを地めていった。さらに，生徒同士

１対１で繰り返し打ち合いをさせたり，練習試合を

させたりした。その際，変化を持たせるため，試合

の相手は時々交代させた。

鱒琴舗瀞蔀簿蕊蕊灘
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〔
＠
の
運
動
〕

②６月題材：器械連動〔とび箱運動〕

ア帯時間の指導

とび箱連動の技術要素である助走。踏み切り。若手。着地のなかから，リズミカルに走

る°踏み切りとび上がる。支え，突き離す。とびおりるなどの基本的運動を組み合わせた。

さらに，腕の力を強化するとともに高さへの恐怖心を取り除くための運動もサーキットに

組み入れ，毎日継続させることにより，楽しみながら協応動作や調整力，筋力などの体力

の向上を目指すことを主なねらいとした。

集団：一斉に行なう。手押し車においては，実態に応じたペアを組ませる。

教具：とび箱，小ハードル，踏み切り板，マット，セフティマット，

方法：図５のサーキットコースを組み，それぞれの運動場面に補助者をおき，能力に

合った回数及びスピードで楽しみながら行わせる。

け）学習の流れ

ランニング（外周４～６）一→準備。補強運動一→手押し車一参サーキットー

ー→発表 一 → 整 理 運 動 一 → あ と しまつ

（ｲ）連動内容
図５．サーキットコース

嘩屯尾口輯

③二人組みで手押し車をする。

〔着手〕（筋力）

。腹ばい，仰向けの四つぱいですすむ。

〔着手〕（筋力）

、小ハードルで小きざみ走をする。

〔助走〕（瞬発力）

、踏み切り板を使い，助走から両脚ジャ

ンプをする。〔踏み切り〕（瞬発力）

⑥舞台によじ登り，マットにとびおり着

地する。〔着手，着地〕（筋力）

①高いとび箱に登り，渡ってとびおりる。

〔恐怖心を取り除く〕（調整力） 〔＠の運動〕
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(ｲ）単位時間の指導

課題の克服。達成を目指して，同系統での練習が可能になるように，体力（調整力・筋力

･瞬発力など）及び恐怖心を考慮した似たような能力の生徒で，４つのグループを編成した。

－５０－
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ジャンプカもあり，とび箱に着手してとび越すこ

壷はできるが，踏み切りのタイミングが悪く，助疋

から着地までのツズムがつかめない。

思い切りジャンプできるように，ぶつかっても痛

くない小さなダンポール箱を用いた。ダンボール箱

には段数が書いてある。また，手の位置を記してあ

るとび箱，足の位値を記してある踏み切り板，着地

の時のショックを柔げるためのマツ.､影用いた。

とび箱へのとびあがり降り海させたり，踏み切り

板を用い，ダンボール箱の上を両脚踏み切りでとび

越させた。また，と.ぴ箱で踏み切り板を使って腕立

て開脚とびをさせた。この時，ダンポール箱，とび

箱の高さは，課題が達成されたら徐々に高くしてい

った。がんがり表には，とび越:,たダンボーール・と

び箱の段数を書かせた。
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創分の体は支えられるが，突き離す技能はなく，

腕力も弱い。また，両脚ジャンプはできるが，ジャ

ンプしてからの空間姿勢が保てず，開脚が困難であ

①｡

快い感触があるように，まわりをスポンジで曲ん

で，カラ．のピニ・・ルでカバーしてある立方体（I笥

さ２２”）。また，とび乗った位置がわかるように，

台上に色の違うテープを10”間隔につけたとび箱と

台上に手の位樋をテープで記したとび紺を用いた。

台に手をつき，狗脚ジャンプする運動と，ジヤン

プレて一度空中で開脚する運動を１分間ずつさせた

り，とび箱で，腕立乏開脚とび乗りや腕血て開脚ど

び越しをさせた．がんばり表には，ジャンプの回数

を書かせたり，とび乗・た位置のテープの色をぬら

せたりした｡
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脚力が著しく弱く，両脚ジャンプ・両脚着地がで

きないため，舞台からのとび降りが困難である。ま

た，腕力もなく，恐怖心も強い。

快い感触があるように，舞台にかけたはしごの上

にマツ：､をのせたもの。また，落ちても痛くないよ

うに，下にセフティマットを置いた。さらに，とび

降りのためのとび箱と，とび降りた時のショックを

柔らげ，恐怖心を少なくするためのマットを用いた。

はL,どの上を肘を曲げず，膝をつかないようにL，

て，胆つ這いでのぼりおりさせた。また，舞台の上

からセフティマットにとび降りさせたり，在び箱の

上からマットにだび降りさせた。その時，とび箱の

高さは能力に合わせて調節し，課題が達成されたら

徐々に高くしていきた。がんばり表には，とび箱の

図をかき，とが降りた高さの所に色ぬりさせた。
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腕と脚の協応がうまくいかず，着手でバランスが

くずれたり，腕力・脚力が弱く，とび箱にとび乗る

ことが困難である。

手押し車の距離がわかるように，床の上に距離を

書いたビニールテ…プをはった。また，思い切りジ

ャンプできるように，ぶつかっても痛くない発泡ス

チロール板をとび箱の縦の延長上に画いた。発泡ス

チロールj仮（厚さ２”）には，番号が書いてある。

手押し車で，距離に挑戦させた。また，とび箱の
』:こ

刊こ乗り腕で体を支えたまま側にとび降りさせたり

とび箱に手をつき，置いてある発泡スチロールの上
よこ

を腕立て{Hllとびさせた。とび箱の高さ，発泡スチロ

--ルは，課題が達成されたら徐々に高くしていった。

がんばり表には，手押し車の距離，とび箱・発泡ス

チロールの段数老書かせた。
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髭蝕決鞘詫ｲヅ

ムを十分に楽しんでいた｡一ルールがや

さしいものであり，グループも能力に応じて

編成されていたため，子どもたちの試合に対

する意欲も喚起されやすく，競争心もわきや

すかったためと思われる。

そして,グランドテニス実践後の現在でも，子

どもたちが休み時間に友達同士さそいあって，中

庭でゲームを楽しんでいる光景がよく見られる。

③考察

ｱダﾗﾝドﾃﾆｽ

自作の教具を使用し，子どもたちが理解しやすいやさしいルールを取り入れて，考案さ

れたこのグランドテニスに対して，子どもたちは，興味・関心を持ち，生き生きと活動す

る姿が見られた。

ｏ授業前の休み時間から，ラケットを振ったり，ポールに触れたりしていた。

ラケットやボールの色がカラフルで，形もめずらしかったので，これらの新奇性のある

教具にたいへん興味を示したためと思われる。

ｏころがってきたポールに自分から近寄っていき，思い切りラケットを振り，ポールを

ポールが軽くて柔かく，ぶつかっても痛くないので，ポールに対す

また，ラケットが軽くて扱いやすく、ころがってきたポールをとら

打っていた。

イとび箱連動

グループごとに課題を設定し，それに対する自己評価を取り入れたとび箱運動に対して

子どもたちには，すすんで準備をしている姿や，課題に対して意欲的に取り組んでいる姿

が見られた。また，最終日の発表会では，それまで以上の記録を出す子どもが多かった。

ｏ各グループごとに子どもの実態に応じた教具が工夫されていたので，能力に応じた運

動が展開されやすく，恐怖心も減少されやすかったためと思われる。

ｏ教師の適切な補助や声かけ，また，最終日の発表会が１つの意欲づけになったり，が

んばり表により，自分の課題に対する目標が決めやすく，目標達成の喜びを味わいやす

かったりしたためではないかと‘思われる。

る恐怖心が減少し，また，ラケットが軽くて扱いやすく

えやすかったためと,思われる。

○試合では，コートいっぱい走りまわりゲー…“’針灘驚 蕊蕊蕊蕊

譲、鴻鴬舞鶴

－５２－

昼休み，中庭でグランドテニス
を楽しむ子どもたち

しかし，教師と組んで連動溌した２，３人の子どもたちは，教師があまりにも手かげん

しすぎたため，動きが鈍く，十分に活動できず，むしろ，子ども同士活動させた方が，生

き生きとなったという失敗例もあった。この点に関しては，今後さらに検討していきたい。



a２１短期的診断評価’（題材に関する実態調査）

4．評価

（１）評価の方向

のる 連 動のこれまでの取り組みを

通して，わたしたちは，生徒たち一人ひ

とりの動きが以前と比べて活発になり，

自ら連動を楽しもうとする姿が多くな

ってきているという印象を徐々に強く抱

くようになってきた。

しかし，なぜ生徒たちが意欲的に取り

組んだか，また，消極的な場面はどんな

条件の中に見られたのか，この研究の取

り組みを通して，生徒たちにはどのよう

な力がついてきたのかなどの問題に対し

ては，観念的に実践の方向の妥当性を確

信するだけで，指導の改善に直結した具

体的客観的評価を通しての考察にまでは

至っていなかった。

そこで，評価においては，これまでの

反省をふまえ，評価そのものの位置づけ

や評価方法等についての検討をしながら

できるだけ生徒たちの姿や，わたしたち

の取り組みが具体的に見えてくるように

改善を加えていくことにした。

－評価の位置づけ－

〔葱震罷懸査）

巳

|長期的診断°総括評価’Ａ１

題材に関する実態調査岸all短期的診断評価Ｉ（

<熟蕊討〉 教具,集団,方法

の研究。準備

｜
自
己
評
価
一

４
‐
Ｉ
４
１
＃
１
１
１
↓

（
が
ん
ば
り
表
）

／ 実 践 １ 、

b,|短期的総括評価｜
、（題材内評価】

改善

－５３－

ａ

実践２

２ (葛震鑑識萱）Ａ

そのために，評価を右上図のように位置づけし，評価にあたっては，心身の障害や個人差の

はなはだしい生徒たちの実態をふまえ，多様な観点から個人的に進歩向上を促すような絶対評

価を主体とする評価法（題材内評価，自己評価）に重点を移していった。

○

長期的診断。総括評価…スポーッテスト，連動機能発達検査により，体力についての年

（図Ａｌ，Ａ２）度ごとの変容を追い’集団や個人の傾向を把握するｏ

短期的診断評価…….….､題材に関する事前の実態調査であり，教具，集団，方法につい

（図ａ,，ａ２）ての考察資料となる。

短期的総括評価…………授業改善に資する題材内評価であるが，同一生徒同一題材であ

（図ｂ，，ｂ２．．．b,,）れば長期的総活評価にもなる。また頻度により形成的評価として

も生かされる。

自己評価（がんばり表）……実態に即した目標で，教師等の奨励のもとに行う。

ａ



イ評価例（グランドテニス型連動）と考察（図６．７）○…第１時。…最終時、,､変化なし

伎能(&緋い4鳥どまれ':いつも）態度(;鴬愈い4息どまれ暦いつも）

(2)評価の実際と考察

①題材内評価

ア意義と配慮事項

○障害をもつ生徒たちに対する長期的評価の分析の難しさに対し，「のった」かどうか

を各題材においてより具体的にとらえ，変容を分析する。

ｏ授業における「教具」「集団」「方法」が，生徒たちに適切であったかどうかを知り，

指導法の改善に役立てる。

ｏ各題材における第１時（実態）と最終時をチェックし，調査項目ごとに変容をおさえ，

各生徒に対する問題点をさぐる。

ｏ調査項目は「技能」「態度」面に関して細目化，系統化をめざして作成し，発達段階

が一目でわかるようにする。

○調査者は第１時と最終時とも，同一人物がおこない，客観的評価に近づける。

－５４－

ｏ３年生男子のこの生徒は，最終時にグランドテニス大会を設定したこと（方法）で，

これまでに見られなかった意欲と力強い動きが顕著にみられた｡また,対戦相手（集団）

によって動きが左右され，自分とほぼ同レベルの相手の動きが高まるにつれ,前後左右

のフットワークを使い出した○

仙
態
度

②
ル
ー
ル
の
理
解

評 価

１２３４５

ァ指示された場所にすばやＩ①◎芦｛
く集まる

イ指示さｵﾐた役割を意欲的｝-＄。{Ｉ
に行う

ウ対戦相手を意識する岸←④．｛
工のがしたボールをとりにＩ①１．１

行く
オ友達のケ･ム
カ声や身ぶりで
キ準備，後始末

行う
クあきずに根気

る

韮のゲ･ムを注視するＩ①１．｜
や身ぶりで応援する①１．１１
腺後始末を意欲的に①１．１－１
う
きずに根気強く練習す卜＄．ｉ｛

応

ア自分のゴールと敵のゴーーＩＩＩｅ－Ｉ
ルの区別ができる

イ勝った時に喜ぶ｝ｉ＄-1-③
ウ負けた時にくやしがる①⑥’十一｛
エ敵味方がわかる｝‐I-I-e一．
オ勝負がわかる１１③１１
カサーブ老岸付置から打つｉ１１。；
キボールを手であつかわない１１＋・Ｉ
クセンタ･‐ラインを越えない１１１．１
ケ笛の合図に従うトー＋‐ｉ③司

ボ
ー
ル
を

評価

ア見る（目で追うノ
イ近よる歩いて近よる

走って近よる
ウ止っているボールを押し

返す
エ自分の所にきたポールを

押し返す
オほど‘kい所に来たポール

を押し返す
力上っているボールを打ち

返す
キ自分の所に来たボーールを

打ち返す
クころがって来るポールを

打ち返す
ケ体溌横にかまえて折ち返

す

竃フォアハンドで打つ
サバックハンドで打つ
シフォアハンドとバックハ

ンドで打ちわける

ス紺手に打ち返す
セ強<打ち返す
ソすぐ打ち返す
タ抜かれまいと横に動く
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ｏ1年生女子のこの生徒は，第１時にフェルトポールを使い，教師と対戦しているが，

打ちやすい所にポールが返るため動きも少ない。最終時は，発泡スチロール製のポール

でしかも相手が自分より強い生徒であったため（教具，集団），そのスピードについて

いけず，オ・クの項目が落ちている。

②自己評価（がんばり表）

三Ｆ刈巷Ｌ"、に
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ー
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ア見る（目で追う）

イ近よる歩いて近よる
走って近よる

ウ止っているボールを押し

エ

返す

自分の所にきたボールを

押し返す

オほどよい所に来たボール

を押し返す

力止っているポールを打ち

返す

キ自分の所に来たボールを

打ち返す

クころがって来るポ

打ち返す

ﾉレを

ケ体を横にかまえて打ち返

す

コフォアハンドで打つ

サバックハンドで打つ

シフォアハンドとバック

ス

ンドで打ちわける

相手に打ち返す

セ強く打ち返す

ソすぐ打ち返す

タ抜かれまいと横に動 く

ノ、

評 価
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度
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ア指示された場所にすばやＨ一＄引司

く集まる。
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◎

ｏ表１は，「とび箱運動」における生徒たちの自己評価である。運動を，より能動的

に取り組ませるひとつの手だてとして実態に即した目己評価表のあり方を試行してい

る段階であるが，数値であれ，絵であれ，何らかの形で生徒たち目身に運動への手が

かりを持たせていきたいものである。表１の生徒たちには，教師等の激励の中で，自

己の記録産更新していこうとする意欲的な取り組みがみられる。

③長期的評価

ア意義と配慮事項

。スポーツテストと運動機能発達検査（半場式）を実施し，体力についての年度ごとの

変容を追い，体育指導との関連をさぐる。

ｏ個人内評価として重点を置き，中学３年間の変容とその原因を多様な角度からさぐり

個人または集団の傾向を知る。

○種目や領域での全体的傾向を知り，指導計画作成時の一助とする。

ｏスポーツテストは，級に左右されず，記録そのものの変化に視点をあてて考察する。

○運動機能発達検査（半場式）は，１年生時から１３～１６歳用で実施する。

イ評価例と考察

（ア）スポーツテスト

＜連動能力テストの種目別個人変容＞（図８）
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○伸びた生徒は，２．３年全体１１名に対し，５０７７z走９名，立ち幅とび６名，ソフ

トボール投げ７名，とび越しくぐり５名，持ち運び走５名である。走・眺。筋力を使

う項目においては帯時間や単位時間での継続した運動が個々の能力を高めてきたも

のとも考えられる。一方，とび越しくぐりや持ち運び走においては，その方法の妥当

’性が問われ，測定時の状況にも大きく左右されてくるものと思われる。

＜個人の変容例＞

ダウン症児のこの生徒は、活動的で連動場面においても精いっぱい力を発揮するこ

とが多い。また，技能的にも高く器用である。このテストにおいては，いづれも本人

の意欲的な取り組みがみられた。その結果は，走・跳･筋力の伸びが大きく表われ，

体力の伸びを確かめることができる。立位体前屈については，他のダウン症児２名と

共通する柔軟性を示している。

Ｉ

－５７－
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○一

Iイ）運動機能発達検査（半場式）

＜個人内変容＞（図１０）（°印…59年度。…60年度＠年度別の変化なし）
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ｏ上記発達検査の中で，特に体育指導との関連が予想される全身連動の循域において

は，減退した生徒は少数でしかもその差はわずかであるのに対し，大多数の生徒が大

きな伸びを示していることが読みとれる。ｃ，ｄの領域は検査時の状況によってその

結果が大きく左右されているものと思われ，ａにおいては，片膝曲げ片膝つけの項目

が全員できないものであることから項目についての検討も問われてくる。
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自閉的傾向にあるこの生徒は,体育の授業等においても．時間や回数を競う連動には全

力を発揮しようとしない。また，指示や激励に対して，運動が急に変化することも少な

く，この検査はいづれも本人の自然な状態での結果と受けとめられる。その中で全身運

動の項目と分離模倣の項目は全体的に伸びており，体育の指導と関連した体力の伸びと，

その他の要素も含めて考えられる対人意識の深まりの表われとしても読みとることがで

きる。

④その他

ア病欠日数の変化（表２）（★印は昭和６０年度１１月３０日現在）

小６ 中１ 中２ 中３

Ｎ・Ｈ（１年女） ７９ ★４

Ｕ・Ｎ（２年女） ３０ ★６

Ｙ・Ｍ（３年男） ２２ １７ ★１

１４

レー、／、／L映三‐ﾐ貴』」ｖ、/、l/Ｊ食/L八2八|ﾊﾂﾘ
イ生活の中へ

。グランドテニス用のラケットとボールを中庭に置いた。当初，一部の生徒で楽しんで

いたが，現在ではその輪も広がり，いろいろ相手を変えて力強い打ち合いを続けている。

ｏ父親参観日に親子グランドテニス大会を催したところ，Ｓ・』（１年男）の家庭では，

その後親子で学校のものと同じラケットとボールを作り，白熱した親子対戦を続けている。

ウＹ男の母親と転入前担任の感想（原文のまま）

成長期にはいった小学校高等年の頃から，両足首の痛みを訴え．診断の結果，幼少時

の骨折のためで，痛みを和らげるためにはマッサージの治療法だけといわれ毎日のよう

に通いました。両足首の包帯もとる事もできませんでした。中学部２年に編入させても

らって以来，学校での山登り，かけっこ，ポールけり，その他農作業などでも自然と痛

みを訴えなくなり，今では足の力強さにびっくり致しております。（母親）

議擬蕊篭撚磯掻幾｜
きも劣り，足首の故障も重なって，遊びや体育の授業への参加もきわめて消極的でし

た。ところが，最近になって体位も向上し，（まだの色にもつやがよみがえって，いち

だんとたくましくなってきたようです。とくに，当時は決して見ることのできなかった

昼休みの遊びや体育の授業への積極的な参加姿勢，そしてボールを投げたりけったりす

る時の力強さ。登下校時の歩行のようすや仲良し運動会の徒歩で見た足腰の強さ…等々 ｏ

本人の成長・発達を喜ぶとともに，日常の訓練や指導の尊さを痛感していることです。
（転入前担任）

－５９－



５．まとめと今後の課題

中学生の時期に，精一杯連動をさせて体力をつけさせたいものだ。でも「体育の時間」を嫌が

って雲隠れする生徒もいるぞ。全ての生徒が「体育の時間」を楽しみにして待っている。体育で

学習した事が生徒の喜びの声として聞かれる。そんな種目を，研究の結果として残したいね。

このような，わたしたちの悩みと理想をきっかけとして中学部の研究は２年前に始まった。生

徒が楽しみにして待っている連動…………のる運動と名づけよう。サブテーマの誕生である。健

常児に比べて運動の能力と知的な能力の発達がアンバランスな生徒たちである。健常児の運動，

つまり小学校，中学校で行われている種目をそのまま導入してものる運動とはなり得ない。

終始一貫してわたしたちの理想を実現するための源にあった考えである。

以来わたしたちは，身のまわりの様々な品物に目をつけ，教具の素材として利用できないもの

だろうか。この生徒たちによりよく認知でき，あるいは操作できる教具はどのようにして開発し，ど

う使わせ連動させるべきだろうか。理論と実践を絡ませ，そして評価しながら試行錯誤の中に研

究をすすめてきた。

のる運動のひとつであるグランドテニスの用具である発泡スチロール製のラケットとポールの

消耗と共に生徒たちは，変容した。週２回行われる「体育の時間」，２０分間ずつ帯時間として

行われる「運動の時間」。運動場へ，体育館へ向かう生徒たちの顔は，喜々としてきた。ある生

徒は，かけ足で，またある生徒は教師と手をつなぎ。体育準備係のＨ・Ｋは，連日，運動の準備

にいそがしい。「準備にいくぞ－｡｣声をかけると走ってやってくる。先日は，学部朝会で，その

勤労ぶりを賞賛されこのうえなくうれしそうな顔をみせた。休み時間のポール遊び，家庭での父

親とのグランドテニス，欠席日数の減少。わたしたちは，あらゆる方向からこの研究の評価を試

みた。そして生徒がいきいきと，のる連動を継続して行えば体力も伴ってついてくることを確認

した。ただわたしたちの研究は次のような課題をあらたにうきぼりにしながら継続させなければ

ならない。

現在まで行ってきたのる運動の改善，および新しいのる運動の開発。

主として長期的評価を生かしての指導計画の改善。

自由時間の連動を促進するための遊具，連動施設などの環境整備。

(1)

(2)

(3)
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